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RPAの導入の目的と経緯

職員が実施している定例的な業務をRPAに代替させ、職員の定例的な業務負担を減少させ、職員でなければ
実施できない複雑な業務（例えば、窓⼝対応などの対⼈サービスなど）に割り当てることにより、市⺠サー
ビスの向上を目指す
RPAを活用することにより、情報システムへのデータ入力間違いの減少や入力結果の確認作業をデータで行
うことによる確認漏れの削減など、作業品質の向上を目指す

平成30年8⽉〜10⽉
PoC（論理検証）

住⺠サービスに影響のある事務処理をRPAに実施させることにより、職員の心理的負担の軽減を目指す
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平成30年11⽉〜平成31年4⽉
試行
・保険年金の業務にRPAを適用
・試行結果
15業務(保険年金14,情報推進1)

・職員の作業時間
1,078時間/年間(85.2%)縮減と試算

令和元年5⽉
本格稼動

令和元年度
先行導入期間(税部門中心に展開)

・PoC(第一段階)実施
情報推進課の1業務にRPAを適用

・PoC(第二段階)実施
7課に説明し業務調査(計78業務)

・RPA製品の2製品の評価を実施

・RPA製品UiPathを利用

・4課34業務でRPAを活用
(保険年金課、市⺠税課、職員課、情報推進課）

・職員の作業時間
1,715時間/年間(80.6%)縮減

・作成可能職員 2名→3名 (1名増)

令和元年10⽉
AI-OCRの実証

令和2年度
福祉部門へ展開、AI-OCR試行

・AI-OCRの実証実験
・4種類(2課)の帳票を対象
・検証結果 氏名89.2%住所95.3%
・変換精度をより上げる工夫が必要

平成30年度 平成30年度 令和元年度

令和元年度令和元年度

経 緯

令和2年度

・適用部署の拡大→福祉部門へ
・適用業務の拡大→既存導入部署
・AI-OCRの試行

目 的

行政運営のDF



年度 所属名
RPA適用
業務数

年間作業時間
RPA適用後
作業時間

RPA削減時間

令和元年度

保険年金課 18 1,703.6 265.8 ▲1,437.8

市民税課 12 294.4 127.4 ▲167.0

職員課 3 113.8 16.5 ▲97.3

情報推進課 1 17.0 3.2 ▲13.8

令和2年度

保険年金課 5 125.2 30.4 ▲94.8

市民税課 3 94.5 2.9 ▲91.6

子育て支援課 8 481.9 41.3 ▲440.6

ひと・くらし支援課 1 343.0 31.0 ▲312.0

健康づくり推進課 1 1,854.3 371.6 ▲1,482.7

高齢者福祉課 1 88.0 44.0 ▲44.0

財政課 1 5.8 1.6 ▲4.2

市民課 1 19.0 6.3 ▲12.7

産業政策課 1 12.5 5.0 ▲7.5

総合政策課 1 333.3 72.2 ▲261.1

情報推進課 1 87.5 37.4 ▲50.1

学校教育課 1 14.4 2.2 ▲12.2

資産税課 1 102.0 7.5 ▲94.5

障害福祉課 2 (作成中) (作成中) (作成中)

合 計 60 5,690.2 1,066.3 ▲4,623.9

RPAの導入実績（R3.1末時点）

■ 15課 60業務
■ 職員の作業時間の縮減時間 ▲4,623.9時間、縮減率 81.3%

R1年度 小計
・ 5課 34業務
・ ▲1,715.9時間
・ 縮減率 80.6%

R2年度 小計
・ 14課 26業務
・ ▲2,908.0時間
・ 縮減率 81.7%
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